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おわりに 

【目的】 

現在の日本は M&A のブームが来ているといわれている。2005 年のライブドア VS ニッポン放送・フジテレビの株式争奪戦がメ

ディアに取り上げられて話題を呼び、M&A が今まで以上に注目を集めている。本論分では、会社は誰の物か、企業価値の評価

方法、M&A の方法、買収防衛策等がどのように行われているのかを中心に考えた。 

【方法】 

現在出版されている関連文献や統計資料、インターネットなどを利用して、企業買収の現状と対策を考察した。 

【結果】 

会社は誰のものか、これは株式会社を運営していくうえで大きな問題である。株主がいて初めて会社が成立することから、会社

は株主の物と言える。しかし、従業員がいなければ会社を運営することはできない。従って私は、株主と従業員は表裏一体である

と考える。資金を出す人、運営を任された経営者、その下で働く従業員。会社というものは誰かの物というわけではなく、ステークホ

ルダーによって事業を継続していくこと。それが会社というものではないかと考える。 
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